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高エネルギー中性子で閾開始エネルギーの異なる複数の金属箔を同時に照射し、それを転写した IPの輝度値

から、主に MeV領域の中性子スペクトルの測定を試みた。 
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1. 研究の背景と目的 

 本研究グループは、従来の測定手法に代わる簡便な中性子エネルギースペクトルの測定法の開発を目的と

し、放射化箔と IP 転写法を用いて中性子スペクトルを測定する手法の開発を行っている。この手法は、Ge

半導体検出器による放射化測定と比べ、複数の金属箔を同時に照射した後、一度に転写して計測できるため

簡便な測定が可能である。また、手に入りやすい材料や機器を使用しているため手法が利用し易い、時間分

解能型・定常型問わずどの中性子源でも適用可能であるといった利点がある。これまで、複数元素の中性子

共鳴吸収反応を利用することにより、特に keV領域における特定エネルギー帯の中性子スペクトルの測定が

可能であることを示した[1,2]。一方で、本手法による高エネルギー領域の中性子スペクトルの測定を行うため

には、金属箔として用いる核種同位体の閾値反応開始エネルギーの違いを明確にすることや、IPに蓄積され

る β 線が、(n,γ)反応や(n,p)反応、(n,2n)反応等のどの閾値反応に起因するのか区別することが必要である。

そこで、これらの点に留意した放射化箔の材料の選択及びセットアップの作成を行い、高エネルギー中性子

スペクトルの測定実験を試みた。 

2. 高エネルギー中性子スペクトル測定実験 

 実験は住重アテックス(株)所有のサイクロトロン定常加速

器中性子源を用いて行った。コリメータの壁内に B4C を充

填し、それを照射口から減速材内部まで挿入することで、減

速材からの散乱中性子を遮蔽し、高エネルギー領域の中性子

のみを取り出すことが可能な実験体系とした。 

放射化箔の材料には、生成核種の半減期と崩壊形式及び β

線放出量を考慮し Gd、Au、Cu、Mo、Mg、Zn、Al、Sの 8

種の元素を選択した。Cu、Zn、S の 3 種に関しては、半減

期の違いによる閾値反応の区別が可能か確認するため、転写

開始時間を変化させて転写した。 

3. IP読み取り結果 

図 1 に放射化箔のセットアップモデル及び照射時間を 240

分、照射終了から転写を行うまでを 24 分、転写時間を 1188

分としたときの IP読み取り結果の画像を示す。8種の金属箔で異なる輝度値が得られ、閾値開始エネルギー

の違いから中性子スペクトルの測定が出来ると考えられる。詳細なデータ解析結果は発表にて報告する。 
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図１. 放射化箔のセットアップモデル(上図) 

及び IP読み取り結果(下図) 
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